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9 新世代のための月間

国際ロータリー第2660地区
ガバナー

大谷　透

　国際ロータリーは9月を新世代のための月間と
定めています。子供は宝です。未来です。青少年
奉仕は、その部門で働くロータリアンだけの問題
ではありません。
　子供は大人の背中をみています。
　子供は親や教師の言う通りにはなりません。
　子供は大人のする通りになっていくものです。
　未来を背負う子供達が後からついて来るのです。
　ロータリーの未来はあなたの手の中にあるので
す。

　ロータリーには新世代の健全な育成を目指して
常設されている5つのプログラムがあります。ロ
ータリー青少年交換、ローターアクト、インター
アクト、RYLA、ニコニコキャンプです。

　「人生で最も素晴らしい1年だった」とは、交
換を終えて帰国した学生からよく聞かれる言葉で
す。その言葉には「人生で貴重な知識と経験を得
た」というように交換での体験をとても誇りに思
う気持ちが感じられます。外国に1年間留学した
17歳、18歳の少年・少女は、新しい文化、母国
とは異なった環境にも順応して生活できるように
なりました。親切なホストファミリーのもとで暮
らし、受入れロータリー・クラブから支援された
彼らは、地元の学生たちと一緒に学校に通い、親
の助けを借りることなく、自力で困難な状況を乗
り越えることができたのです。有意義な体験をし
た若者たちは自信と独立心を備え、さらには未知
なるものに対する寛容な心と、支援に対する感謝
の心を身につけて帰ってきます。
　ローターアクトもインターアクトも、RYLAも
ニコニコキャンプも、このプログラムに参加した

青少年だけでなく、それに関わったロータリアン
にも、ロータリーの中核をなす価値観である “リ
ーダーシップ” が身につくすばらしいプログラム
です。
　私たちロータリアンには、このようなプログラ
ムを通じて青少年に奉仕し、彼らの健全な成長に
寄与する機会が与えられています。これは私たち
の責任でもあります。青少年は、まさに私たちの
未来そのものであり、かけがえのない存在です。
私たちが身を粉にしてプログラムを運営し、彼ら
が社会の一員となるのを手助けすれば、ゆくゆく
は責任感のある未来のリーダーが育っていくこと
になるでしょう。そして私たちの努力は、青少年
のやる気と行動、笑顔によって、たちまち報われ
ることでしょう。
　プロのスポーツ選手と心や体に障害を持った少
年との心の交流がメディアで報じられることがあ
ります。その交流を通じて励まされているのは少
年ばかりではありません。選手の方も大きな賜物
を得ているのです。ロータリアンも青少年奉仕プ
ログラムへ参加し、そこで体験した若者との心の
交流によって、心が洗われるような感動を体験す
る事がよくあります。我々サイドも青少年との交
流に於いて得るものは大きいのです。
　活動において一番忘れてはならないのは、彼ら
を守り、安全な環境を作ることです。参加者が犯
罪や事故に巻き込まれると、どんな有意義なプロ
グラムも意味を成しません。すべてが無に帰しま
す。保険をかければすむ問題ではありません。
　細心の危機管理のもとに、「子供は宝である」
という思いを強く持って、青少年奉仕を行うあな
たの手の中にロータリーの未来はあるのです。
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9新世代のための月間 9

新世代合同委員長会議
議長

吉川　謹司
（東大阪東ＲＣ）

　国際ロータリー（ＲＩ）は、ロータリーの活動
に参加するすべての青少年のために安全な環境を
つくり、これを維持するように求めて、9月を「新
世代のための月間」と定めております。
　ロータリーの新世代プログラムは、30歳まで
の若い人たちの育成支援が目的であり、インター
アクト、ローターアクト、ロータリー青少年指導
者養成プログラム（ＲＹＬＡ）、ロータリー青少
年交換などで構成されておりますが、プログラム
の実施にあたっては、財団奨学生、学友、米山奨
学生に対する配慮も必要です。
　これらのプログラムは、いずれも先輩のロータ
リアンの方々が長年にわたって培ってこられ、素
晴らしい奉仕の結晶となっているわけですが、一
方で近年、世界各地で青少年に対する虐待やハラ
スメントが多発しており、私たちにはこうした事
態へいかに対処するかが問われています。
　ＲＩはロータリー章典（2, 110, 3）において、
6項目にわたり青少年と接する際の行動規範を定
め、その徹底に努めていますが、青少年交換にお
いては最近、危機管理委員会を地区組織として設
置し、不測の事態に対応する保険の加入を義務付
けて、全国各地区が一括加入する体制が整いまし
た。今後は、インターアクト、ローターアクト、
ＲＹＬＡ、および各種の青少年活動プログラムに

対する危機管理について、同様の対応策を検討す
る必要があります。
　私たちは、新世代の若者たちが個々の能力を伸
ばし、新たな知識や技能を習得することで地域の
指導者に育つよう、そして、人種・言語・宗教・
文化の異なる人々との交流に理解を深め、互いの
友情を育むよう願っておりますが、しばしば理想
と現実の間に横たわる深い溝に、大きなショック
を受けることも確かです。しかし、そこで立ちす
くまず、「各ロータリアンは青少年の模範」と言
われ、「すべての青少年はロータリーの宝」とも
言われます。私たちは新世代の若者の可能性を信
じ、その成長を支援し続け、「新世代のための月間」
で実りある活動が展開されるよう、期待しており
ます。
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9 意義ある業績賞について

意義ある業績賞委員会
委員長

横山　守雄
（大阪中央ＲＣ）

　ロータリークラブの有意義で卓越したロータリ
ー活動に対して、ＲＩから「意義ある業績賞」が
贈呈されます。そのために、各地区のガバナーは
受賞クラブを選び、ＲＩに選定を証明する手続き
をとることになっています。地区レベルの競争で
あるため、また、その中から有意義なクラブ・プ
ロジェクトを見極めるため、ガバナーが地区選考
委員会を選出し、発表することが奨励されるとあ
ります。本年度の第2660地区における選定の基
準及び手続きは次の通りです。（申請手続きにつ
いては2007年版「手続要覧」Ｐ76を参照）
◇選定の基準
　受賞資格を有するのはクラブのプロジェクトの
みであること。また推薦できるのは地区につき1
クラブのみです。既に「意義ある業績賞」を受賞
したことのあるプロジェクトは重ねて業績の認証
を受けることはできません。
　「ＲＩ意義ある業績賞」に推薦するプロジェク
トを選定する前に、次の選定基準を満たしている
かどうかを確認して下さい。
・プロジェクトは地元地域社会の顕著な問題やニ

ーズに取り組むもの。
・ほとんどのまたはすべてのクラブ会員が、単に

財政面の奉仕ではなく、身をもって奉仕に参加
し、クラブの規模とリソースに比例するもので
あること。

・地域社会においてロータリーのイメージを強化
するものであること。

・他のロータリー・クラブが模倣できるものであ
ること。

・賞が贈られるロータリー年度において、進行中
または完了されたものであること。

・単一ロータリー・クラブによって実施されたも
のであること。

◇選定手続
　地区ガバナーは8月1日までに地区選考委員を
選任し、この選考委員会が表彰プロジェクトの申
請書を受理することを告知する。
　地区ガバナーは、その月信で選定基準（前記）
と共に申請書を委員会が受理する締切日（12月
22日）を公示する。推薦書式は地区ガバナーか
ら入手できる。
　地区選考委員会は2月1日までに会議を開き、5
プロジェクトまでを限度として受賞候補を選び、
これを3月1日までに地区ガバナーに提出する。
　選考委員会が選んだ受賞候補プロジェクトの中
から、地区ガバナーは地区選考委員と協議のうえ
1プロジェクトを選定する。当地区の本年度の「意
義ある業績賞」の提出締切日は2009年12月22日

（火）とします。
　なお、地区ガバナーは選定した通知が2010年
3月15日までに届くようＲＩ会長に提出すること
とします。
　ＲＩから正式の認定状が送付されてくると、例
年通りガバナーは地区大会でこの認定状を受賞ク
ラブに贈呈して表彰することとします。
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9 92012-2013年度
ガバナー・ノミニー候補者推薦について

国際ロータリー第2660地区
ガバナー

大谷　透
地区ガバナー指名委員会
委員長

横山　守雄

　ＲＩ細則13.010の規定及び地区ガバナー指名委員会の規定により、地区内の各
クラブで2012-2013年度ガバナー・ノミニー候補者がおられましたら、10月31日
までにガバナー指名委員会委員長（地区ガバナー事務所）宛に必着するよう提案
して下さい。
　なお、地区ガバナー・ノミニーの資格条件については、国際ロータリー細則第
15条15.070、15.070.1 〜 15.070.5の条件を満たす者であることを要します。
　また、地区ガバナー指名委員会が地区ガバナー・ノミニー候補者の選出を行う
にあたっては、その選出の範囲は地区内クラブによって提案された氏名に限定さ
れるものではない、ということをご了承下さい。
　国際ロータリー細則第13条　13.020.4（参照）

国際ロータリー第2660地区
各ロータリークラブ会長様

2012-2013年度　ガバナー・ノミニー候補者推薦書提出の要請



9

5

9 2009-2010年度
合同地区委員会報告

地区代表幹事

四宮　孝郎
（大阪西南ＲＣ）

日　時：2009年7月18日（土）
　　　　13：00〜16：00
会　場：大阪ＹＭＣＡ会館
出席者：大谷Ｇ・ＰＧ・松本ＧＥ・岡部ＧＮ・
　　　　ＡＧ・ＡＧＥ・地区研修委員・
　　　　地区委員会委員・地区財務委員・
　　　　地区大会実行委員長・地区幹事・
　　　　オブザーバー　合計164名

　新年度がスタートし、最初に開かれる地区行事
である合同地区委員会が7月18日大阪ＹＭＣＡ会
館にて164名の出席を得て開催されました。
　まず、大谷ガバナーより地区委員会の役目の説
明と、この合同地区委員会の目的について話があ
りました。
　今年度のＲＩ会長のテーマである「ロータリー

の未来はあなたの手の中に」に基づき、一人一人
のロータリアンが奉仕・友情・高潔さ等の価値観
を身につける必要性を強調し、そのための地区委
員会の役割の重要性を強調されました。当地区の
方針である「ロータリーを身につけよう」が生ま
れたのもここに原点があります。
　続いて地区研修委員会の活動方針の発表を皮切
りに、地区財務委員会、地区幹事の担当部門につ
き発表があり、地区大会実行委員長より今年度の
地区大会（2010年2月26日・27日）の案内がさ
れました。
　その後、15の各地区委員会より今年度の活動
計画が熱意を込めて発表されました。
　当日配布されました今年度の「地区委員会活動
計画書」は各クラブにも後日送付致しますので、
是非ご一読下さい。
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9 9大阪大学新聞会の諸君との座談会記録

箕面中央ロータリークラブ
幹事

酒井　俊一

　平成21年４月24日、大阪大学新聞会の諸君4名
（A,B,C,D）を招き、座談会を催した。当クラブ
からも論客4名（a,b,c,d）を出し、私が司会役で
1時間半に及ぶ論戦を行った。テーマは新聞に関
すること、若者に望むこと、などであった。

ａ：最近インターネット（ＩＴ）の発達に伴って、
若者の活字離れ・新聞離れが進んでいる。ＩＴ
によって自分の欲しい資料がすぐに手に入る便
利さと、情報が行き交うことによる技術の進歩
がもたらすプラスの面が多いのは確かだが、反
面、自分の専門領域・自分が興味を抱く領域だ
けに知識や思考が偏り、視野が狭くなり、広い
世間を見渡せなくなる危険性がある。

ｂ：私は60歳を過ぎ、未来を考える時たかだか
20年後しかない。一方20歳の皆さんたちの未
来は60 〜 80年後を意味し、21世紀をどう生き
るかの問題になってくる。グローバル時代にな
って、日本人も国際人に変身しないと地球号の
ファミリーにはなれない。

　　大阪大学新聞は創刊以来37年の歴史があり、
皆様の努力は多とするが、企業の寿命は30年
と言われるので、大変革の時が近づいているよ
うに感じる。

Ａ：新聞の良さも認識して欲しい。紙に印刷され
てあれば、アンダーラインを引くことができる
し、繰り返し読むこともできる。

　　新聞には自身が興味を持たない内容まで書か
れていて、それが敬遠される理由の一つとなっ
ている。しかし、新聞のこの特徴は、私たちが
日頃触れることのない事実や価値観に出会える
機会を提供してくれるものと捉えることができ
る。そのような意味で、ＩＴにはない付加価値
のある新聞を製作して行きたいと思っている。

Ｂ：私はこの3月に大阪大学基礎工学部を卒業し
たが、その後放送大学に再入学し、現在、教育
学を学んでいる。なぜ教育の道に変えたかと言

うと、サークル活動で小学生と携わり、教育に
関して学んでいく中で、今の日本は教育が大き
な課題になっていると感じたからだ。

　　今の教育を見てみると、子どものすべてを受
け入れるということが先行していて、正しい価
値観などが教育できていないように思う。その
中で今必要なことは、教育すべきことを堂々と
主張できる人ではないかと感じている。

Ｃ：私は京都大学在学時（現在大阪大学大学院）
に新聞を作っていたが、特に人の「生き方」に
フォーカスしてニュースを選択し、記事を書く
ようにして来た。そして、読者に考える機会を
提供しようと目指していた。ＩＴのニュースは
多くあり、何を見ていいのか分らないと思うこ
ともあるが、新聞の記事では、さまざまな事実
を集めた上で、一つの「観」を持って書かれて
いるので、読者の方が考え、意見を持つ上では
有効だと思う。

Ｄ：新聞の長所・短所について、長所はしっかり
した見識を持って、真実を伝えて行くことがで
きる。一方、ＩＴは情報の信憑性に欠けるとも
言われている。今後は確固たる見識を持ち、世
の真実を伝えるための一役を担って行きたい。

ｃ：いろいろな意見があるが、私は頭に残るため
には新聞が良いと思う。

ｄ：紙面に書かれた記事が如何に大量の情報を凝
縮したものであるかが分かる。実は、この凝縮
の過程に問題がある。紙面の広さに制約がある
ため、一人の記者の主観によって凝縮されざる
をえない。

　　新聞は１つの文化であるが、将来は消えて行
く文化なのかも知れない。過去の例でも30年
位で消えて行った文化がある。立場の異なる読
者は同じ情報から全く異なる判断をすることも
ある。その意味で、新聞はＩＴの時代には滅び
行く文化ではないだろうか。

Ａ：ＩＴ上での新聞公開が大きな可能性を秘めて
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いるのは確かだと思う。紙上では文字数の都合
で情報量に制限があるが、ＩＴ上では関連情報
や読者に有益な情報を自由に提供できる環境に
ある。

　　読者にとってより良い新聞を目指して行くの
であれば、将来、紙媒体は廃止され、新聞は完
全に電子化されると思う。また、環境面から考
えても、紙資源の節約につながる電子化が推し
進められて行くと思う。

ｃ：活字を読むのは教育的にも大切で、私は「主
張欄」を毎日読む。

ｄ：私はかって新聞の誤報に巻き込まれ、迷惑を
被ったことがあった。記事を書く時は、公明か、
公平か、真実か、を忘れないようにして欲しい。
一度吐いた唾は自分の唾でも飲み込むことは出
来ない。

ｃ：私は新聞を読む方が落ち着いていて良いと思
う。1868年の明治維新（幕末崩壊）の時代背
景とそれぞれの人々の立場において起こったこ
とや、明治末期から世界大戦までの日本と、大

正・昭和に向かう昭和近代史をしっかりと学ん
でおくと、間違った日本が見えて来るし、明治
維新の功罪も明らかになる。

　　それはこれから社会の第一線で活躍されるで
あろう諸君に期待している所が大きく、打たれ
る強い杭になって欲しいからに他ならない。問
題は現状解析と近未来をどう考えることが出来
るかであり、今日の現状はまさにそれを象徴し
ている。

酒井：今日は集まって下さり有り難う。残念なが
ら私が望んでいた雰囲気とは異なった厳しい座
談会に終わってしまったが、良く解釈すれば、
世の中にはいろいろな考えの方があることが分
かり、新聞という文化の長所・短所も浮き彫り
にすることができたのではないかと考えている。

　　とかく年寄りは自分の経験から偉そうな口を
きくが、次の世代を担うのは若者たちであり、
過去の歴史を見ても分かるように、若者の力に
こそ期待され、他に道がないと言っても過言で
はない。まあ頑張ってください。

新聞会の諸君4名と座談会
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9 9国際ロータリー日本事務局

郵便宛先：
〒115-0045　東京都北区赤羽2-51-3　NS3ビル1階

業務時間
月－金　9：00－17：00

事務局長 大島　四郎

奉仕室　　電話：03-3903-3161　ファクシミリ：03-3903-3781
室長： 大木　光男 Mitsuo.Oki@rotary.org
 東川　大介 Daisuke.Higashikawa@rotary.org
 長野　衣里 Eri.Nagano@rotary.org

⃝新クラブの加盟（ロータリー・クラブ、ローターアクト、インターアクト、ロータリー地域社会共同隊）
⃝クラブの名称・所在地域の変更の申請
⃝会員アクセスに関する問い合わせ
⃝クラブ創立記念の認証(例、50周年、75周年)
⃝ロータリー奉仕50周年を達成したロータリアンの表彰状(要請により作成)
⃝手続きおよび定款規定についての地区ガバナー、クラブおよびロータリアンに対する助言
⃝世界本部との連絡にあたり地区ガバナー、クラブおよびロータリアンを支援
⃝クラブの最近の記録および史料記録を維持

財団室　　電話：03-3903-3192　ファクシミリ：03-3903-3781
室長： 片岡　暎子 Teruko.Kataoka@rotary.org

清水　優季 Yuki.Shimizu@rotary.org
清水　裕子 Hiroko.Shimizu@rotary.org
山本　律子 Ritsuko.Yamamoto@rotary.org
長渕　孝久 Takahisa.Nagabuchi@rotary.org

⃝寄付の認証
⃝各種申請書（奨学金、マッチング･グラント、個人向け補助金など）の受理
⃝税制上の優遇措置の手続
⃝地区補助金の申込、最終報告の受理
⃝財団プログラムの説明

経理室　　電話：03-3903-3183　ファクシミリ：03-3903-3781
室長： 斎藤　愛子 Aiko.Saito@rotary.org

藤野　公三子 Kumiko.Fujino@rotary.org
春沢　真由美 Mayumi.Harusawa@rotary.org

⃝国際ロータリーに対する人頭分担金の徴収とその他の支払い
⃝クラブおよび地区からの次の事項に関する問い合せについての回答
　　半期報告書
　　クラブ送金および未払い金
　　加盟終結処分の後で支払いが行われたことによる復帰
⃝ロータリー財団寄付の領収書の発行

資料室 　電話：03-3903-3194　ファクシミリ：03-3903-3781
コーディネーター 森　智洋 Tomohiro.Mori@rotary.org

縄田　怜 Satoru.Nawata@rotary.org
⃝国際ロータリーの文献、ビデオのご注文ならびに問い合せ
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9 2009-2010年度
クラブ会長と幹事のための情報資料

クラブ・地区支援担当（日本事務局奉仕室）職員がロータリーの主な窓口であることをご存知でしょう
か。担当職員は、ロータリーに関するあらゆるご質問にお答えし、クラブ選挙、定款規定、クラブの伝
統や慣習、クラブ運営、RI理事会の方針といった内容について助言を提供いたします。これからの1年間、
クラブを指導し、支援していく上で役立つ以下の重要なウェブ資料（リンク）をご活用ください。

・www.rotary.org/ja/AboutUs/ContactUs/CDSandFinancialReps/Pages/ridefault.aspxから、クラブ・
地区支援担当職員の名前と連絡先を検索することができます（検索結果は英語で表示されます）。

・www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/club_pres_sec_resources_ja.pdfで、クラブ会長および幹事の
ためのリソースのリストをご参照ください。

・「会員アクセス」を利用して、RIが保存するクラブ会員記録の変更、ロータリー財団の各種報告書の参照、
クラブの半期報告書の印刷、クラブの人頭分担金の支払い、次期クラブ役員の報告を行なうことが
できます。詳しい利用方法、利用のヒント、よく尋ねられる質問は、www.rotary.org/ja/Members/
Training/ForAllRotarians/Pages/elearning.aspxをご覧ください。

・www.rotary.org/ShopClubPublicationsでは、クラブに役立つ出版物、視聴覚資料、書式、用紙類を
お探しいただけます。

・RIとロータリー財団の各種締切期日をはじめ、クラブや地区の運営や行事に関する事項が月ごとに記
載された、クラブ会長とクラブ会長エレクトのための年間予定表、「クラブ会長のための月間チェッ
クリスト」はwww.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/pres_checklist_ja.pdfをご覧ください。

・実際のロータリー・クラブのベストプラクティス（最善の実践方法）に基づくクラブ・リーダーシップ・
プランwww.rotary.org/ja/members/runningaclub/ClubLeaders/Pages/ridefault.aspxを採用し、ク
ラブの長期計画の立案にお役立てください。

RI職員一同、いつでも皆さまとクラブの奉仕活動のお手伝いをさせていただきます。RIからの援助が必
要な場合は、クラブ・地区支援担当（日本事務局奉仕室）職員までお気軽にご連絡ください。
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9 9青少年交換プログラム
2010-2011年度　派遣学生募集要項

地区青少年交換委員会
委員長

岡田　俊作
（大阪本町ＲＣ）

　青少年交換プログラムは、1920年代にヨーロ
ッパでロータリアンの子弟を交換して、我が子と
して育ててみようという試みに端を発していま
す。子供達が、異なる国で異なる文化や人々と生
活することを通じて国際理解を深め合う良い機会
となっていました。この青少年交換を通じて、国
際ロータリーの究極の目的である世界の平和と繁
栄を達成する為の一つの道として、1972年に国
際ロータリーの正式プログラムになりました。
　このプログラムは、短期間（2－3週間）の海
外研修や海外生活体験というような表面的な交流
とは異なり、一年間を通して派遣先の3－4軒の
家庭にホームステイしながら、ホストファミリー
の子供として生活し、現地の高校に通い数多くの
友達や人々とのふれあいを経験するものです。
　高校生という若い時期に、旺盛な吸収力を以て
異文化に接することは、互いの違いを認め尊重し
合う国際理解と平和を推進する効率的な方法とな
っています。このプログラムは、参加する青少年
のみならず、ホストクラブのロータリアン、受入
先の学校や地域の人々との交流を通じ、受入先に
も国際理解を深めるという大きな恩恵をもたらす
ことになります。
　異なる言語の国や地域に派遣された当初は、言
葉も解らず、家族や友達から遠く離れて生活する
訳ですから辛く寂しい思いをすると思いますが、
言葉は2－3か月でかなり理解出来るようになっ
てきます。そして一年後には、多くの友人を持つ
国際感覚を身につけた頼もしい若人として成長し
てくれると思います。
　青少年交換プログラムは、ロータリアンの子弟
が参加出来る唯一のプログラムですので、ロータ
リアン自身のお子様、お孫さん、親戚の子などで
派遣時に高校生であれば候補生となれます。また、
地域の高校に生徒の推薦を依頼することも出来ま
す。このプログラムにご参加戴き、次代を担う青
少年の育成に御協力願います。

1．主な交換相手国
①アメリカ　　②カナダ　　　　③フランス
④ドイツ　　　⑤ベルギー　　　⑥スイス
⑦フィンランド⑧スウェーデン　⑨チェコ
⑩ハンガリー　⑪ポーランド　　⑫インド

その他多数
2．交換期間

・2010年8月に出発し、期間は約1年間。

・ 採用及び派遣先は青少年交換委員会におい
て決定します。

3．交換内容
各々の派遣先のご家庭でホームステイをし、
現地の高等学校に通学します。
現地の言葉を学び、人々と交流し、その文化
や習慣、歴史を学ぶと共に、日本の文化や伝
統、国情を伝え、青少年大使としての国際理
解と親善に努めます。

4．費　用
プログラム参加費（￥100,000）、派遣先まで
の往復旅費、保険料、現地での諸雑費は本人

（保護者）の負担とします。現地での生活費、
教育費（高校）の全額及び少々の小遣いは、
ホストロータリークラブが負担します。

5．応募資格
　1出発時、16〜18歳の高校生であること。
　2 健康で礼儀正しく、水準以上の学力を持ち、

外国語の習得に意欲的な学生であること。学
業成績は、学年で1/3以内の者。（在学高校
により差があるので、相談に応じます）

　3 学校長の推薦と、1年間の派遣先での修学許
可が得られる学生であること。（単位取得等
に関しましては、各学校とご相談下さい）

　4 ロータリークラブの推薦が得られる学生であ
ること。

6．応募期限
2009年9月30日（水）必着

7．応募方法
応募者は、スポンサークラブを通じて地区青
少年交換委員会またはガバナー事務所にお申
込みください。
なお、申込書はガバナー事務所までご請求く
ださい。

8．来日学生の受入
原則として、派遣学生を送り出したロータリ
ークラブは、交換相手国より来日学生を受け
入れなければなりません。

《お問い合わせ》
＊国際ロータリー第2660地区　ガバナー事務所
　担当：今井
　〒541-0052　大阪市中央区安土町1-5-11
　トヤマビル東館6Ｆ
　Tel：06-6264-2660　Fax：06-6264-2661

以上
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9 米山奨学委員会

地区米山奨学委員会より
2009年6月末 全国寄付金合計額 1,494,117,859円 （前年度比2.91％増）
　　　〃 第2660地区寄付金合計額 77,289,831円 （前年度比5.39％減）
2009年6月末 全国寄付合計トップ10 1．第2760地区 169,915,081円
  2．第2650地区 107,399,231円
  3．第2750地区 80,531,400円
  4．第2660地区 77,289,831円
  5．第2590地区 73,287,087円
  6．第2770地区 65,702,320円
  7．第2580地区 59,332,114円
  8．第2780地区 50,924,616円
  9．第2820地区 46,997,000円
  10．第2710地区 45,874,135円

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。

（2009年6月）
氏名 回数 クラブ名

林　功 1 回目 池 田 ＲＣ
十家　和弘 2 回目 池 田 ＲＣ
小菓　裕成 2 回目 交 野 ＲＣ
森下　孝 4 回目 大 阪 ＲＣ
石黒　重三 3 回目 大 阪 中 央 ＲＣ
松本　晴充 1 回目 大 阪 中 央 ＲＣ
森脇　寛 1 回目 大 阪 中 央 ＲＣ
麦谷　実 3 回目 大 阪 中 央 ＲＣ
辻　幸雄 3 回目 大 阪 中 央 ＲＣ
山田　晶一 2 回目 大 阪 平 野 ＲＣ
佐伯　爲次 7 回目 大 阪 城 南 ＲＣ
梅崎　道夫 4 回目 大 阪 城 南 ＲＣ
渡邊　邦雄 7 回目 大 阪 城 南 ＲＣ
岸本　健之亮 5 回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ
奥田　太加幸 2 回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ
寺岡　龍彦 4 回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ
和氣　主 2 回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ
関　謙二 3 回目 大 阪 大 手 前 ＲＣ
多田　秀觀 1 回目 大 阪 大 手 前 ＲＣ
発　剛士 21 回目 大 阪 鶴 見 ＲＣ
藤田　芳浩 2 回目 千 里 メ イ プ ル ＲＣ
黒川　彰夫 4 回目 千 里 メ イ プ ル ＲＣ
水野　薫 2 回目 千 里 メ イ プ ル ＲＣ
津久田　康成 3 回目 高 槻 ＲＣ
齊城　正之 4 回目 豊中-大阪国際空港 ＲＣ

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。

（2009年6月）
クラブ名

大 阪 中 央 ＲＣ
大 阪 北 梅 田 ＲＣ
豊 中 ＲＣ
豊 中 － 大 阪 国 際 空 港 ＲＣ

㈶ロータリー財団米山記念奨学会ニュース
ハイライトよねやま113号より

ロータリアンになった学友が100人に！
　ロータリアンになったと報告のあった学友数
がついに100人に達しました。台湾のロータリ
ークラブ入会者が53人と最も多く、次いで日本

（18人）、韓国（18人）、ネパール（3人）、バン
グラデシュ（3人）、インド（2人）、マレーシア

（2人）、スリランカ（1人）の順となっています。
　今年5月に台湾の新竹東北ＲＣに入会した張
家銘さん（台湾/1997-99/浜松西ＲＣ）は、次
のように報告してくれました。
　『ロータリアンと過ごした2年間は本当にいい
思い出になりました。今年は私にとって米山奨
学生ＯＢ10年目であり、満40歳の年です。そ
の記念として5月2日にロータリークラブに入会
しました。例会ではロータリー米山記念奨学会
のことを40分ほど紹介しました。皆はすごく興
味を持ちました。機会があれば、新竹東北ＲＣ
の皆を連れて米山梅吉記念館を見学に行きたい
です』
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9 9ロータリー財団

ポール･ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈
られました。（2009）
森本　昭一郎 門 真 ＲＣ 6/5

髙橋　敏朗 守 口 ＲＣ 6/19

北村　公一 豊 中 ＲＣ 6/12

花井　英樹 豊中－大阪国際空港 ＲＣ 6/26

森脇　寛 大 阪 中 央 ＲＣ 6/19

岡村　幸男 大 阪 梅 田 東 ＲＣ 6/19

青山　快玄 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

ベネファクター
次の方たちにベネファクターの称号が贈られました。

（2009）
中道　均 守 口 ＲＣ 6/19

鈴木　達郎 大 阪 梅 田 ＲＣ 6/30

八橋　志夫 吹 田 江 坂 ＲＣ 6/12

出口　敏朗 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル･ポール・ハリス・フェロー
です。（2009）
中塚　一郎 2回目 門 真 ＲＣ 6/5

石井　賢治 1回目 守 口 ＲＣ 6/19

毛利　進　 1回目 大 阪 平 野 ＲＣ 6/5

梅崎　道夫 2回目 大 阪 城 南 ＲＣ 6/19

岩井　祐造 3回目 高 槻 ＲＣ 6/26

笹部　義平 2回目 豊中-大阪国際空港 ＲＣ 6/26

田中　竹二 4回目 豊中-大阪国際空港 ＲＣ 6/26

播磨　政明 1回目 大 阪 中 央 ＲＣ 6/19

益田　照夫 4回目 大 阪 中 央 ＲＣ 6/19

麦谷　実 2回目 大 阪 中 央 ＲＣ 6/19

村上  憲一郎 2回目 大 阪 中 央 ＲＣ 6/19

田中　久雄 4回目 大 阪 中 央 ＲＣ 6/19

辻　幸雄 3回目 大 阪 中 央 ＲＣ 6/19

新谷　秀一 5回目 池 田 く れ は ＲＣ 6/26

秀平　吉朗 2回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

細田  喜代司 1回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

神田  章太郎 1回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

木下  正二郎 2回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

岸本  健之亮 4回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

白倉　孝雄 2回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

高石　英二 2回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

山田　崇雄 1回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

安冨　國詞 2回目 大 阪 北 梅 田 ＲＣ 6/26

藤田　芳浩 1回目 千 里 メ イ プ ル ＲＣ 6/30

黒川　彰夫 2回目 千 里 メ イ プ ル ＲＣ 6/30

水島　洋 4回目 千 里 メ イ プ ル ＲＣ 6/30

山田　克子 1回目 千 里 メ イ プ ル ＲＣ 6/30
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9 文庫通信（263 号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記
念事業の一つとして1970年に創立された皆様の
資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料な
ど、2万余点を収集・整備し皆様のご利用に備え
ております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相
談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料につ

いてはコピーサービスも承ります。　また、一部
資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけま
す。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」
を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

－ガバナー月信より－
◎「ロータリーの綱領について」豊田章二　2009　2Ｐ（D.2670）
◎「『奉仕の理想』に関する一考察」岩渕　均　2009　3Ｐ（D.2770）
◎「なぜ決議23−34が重要なのか」山崎淳一　2009　2Ｐ（D.2830）
◎「ゴール無きロータリーの行方（年表的考察）」諏訪昭登　2009　4Ｐ（D.2710）
◎「日本における正三の“職業倫理観”とロータリーの“職業奉仕”」綱木保利　2009　2Ｐ（D.2510）
◎「ロータリアンの誇りと自覚（責任）」伊藤政一　2009　2Ｐ（D.2800）
◎「ＤＬＰ（District Leadership Plan）に関して」服部芳樹　2009　2Ｐ（D.2630）

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー /ＰＤＦ）］

ロータリー文庫
〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時〜午後5時　休館＝土・日・祝祭日　
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9 92009年 6月度  会員数・出席報告
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出
席
率

全員 女性 全員 女性

Ｉ
Ｍ
第
１
組

池田 39 38 2 1 2 −1 4 62.50 60.63

Ｉ
Ｍ
第
５
組

大阪北 169 172 0 14 11 3 4 81.95 68.10
池田くれは 41 40 1 0 1 −1 5 80.62 78.31 大阪北梅田 42 50 4 11 3 8 5 71.37 62.74
箕面 34 29 1 0 5 −5 4 90.15 86.37 大阪西 92 84 0 5 13 −8 4 87.59 75.11
箕面中央 30 24 0 0 6 −6 4 81.70 70.80 大阪大淀 47 47 0 2 2 0 4 80.10 76.16
豊中 47 47 2 1 1 0 5 93.40 85.39 大阪リバーサイド 29 35 5 8 2 6 3 92.09 77.17
豊中南 45 40 1 1 6 −5 4 83.31 75.65 大阪西北 59 57 0 4 6 −2 3 94.44 88.10
豊中－大阪国際空港 19 22 0 3 0 3 4 82.57 81.38 大阪そねざき 58 54 32 3 7 −4 4 94.91 82.42
豊中千里 39 38 3 2 3 −1 4 86.50 82.80 大阪梅田 47 46 0 3 4 −1 5 88.35 83.24
小計 294 278 10 8 24 −16 82.59 77.67 大阪梅田東 33 36 0 7 4 3 4 89.74 73.07

Ｉ
Ｍ
第
２
組

茨木 25 26 2 6 5 1 4 96.88 82.40 大阪ユニバーサルシティー 23 27 2 5 1 4 4 85.00 79.00
茨木東 43 46 3 8 5 3 4 87.80 75.16 小計 706 711 50 70 65 5 85.82 75.90
茨木西 29 27 6 0 2 −2 4 100.00 77.98

Ｉ
Ｍ
第
６
組

大阪 256 252 0 35 39 −4 4 67.83 56.02
千里 45 49 0 6 2 4 4 88.00 79.41 大阪東 120 120 0 12 12 0 4 91.15 75.08
千里メイプル 28 27 3 1 2 −1 4 92.98 88.60 大阪東淀 33 32 6 2 3 −1 4 81.97 72.90
摂津 39 40 2 2 1 1 4 87.82 79.38 大阪城東 50 50 4 3 3 0 4 88.42 82.83
吹田 63 64 6 6 5 1 4 93.32 85.42 大阪中之島 36 32 1 3 7 −4 4 93.74 86.60
吹田江坂 40 42 3 4 2 2 5 95.91 88.29 大阪大手前 42 42 3 5 5 0 4 89.87 79.73
吹田西 49 47 0 3 5 −2 5 100.00 92.29 大阪城北 63 60 1 3 6 −3 4 79.33 76.08
高槻 49 50 3 5 4 1 4 94.90 86.44 大阪天満橋 73 74 0 2 1 1 3 85.84 79.76
高槻東 41 42 0 3 2 1 4 92.20 90.28 大阪鶴見 35 36 1 2 1 1 5 83.22 80.90
高槻西 29 26 0 1 4 −3 4 81.28 80.40 大阪淀川 39 41 2 4 2 2 3 100.00 76.13
小計 480 486 28 45 39 6 92.59 83.84 新大阪 45 38 0 4 11 −7 4 72.16 61.36

Ｉ
Ｍ
第
３
組

大東 50 47 0 0 3 −3 5 90.45 86.03 小計 792 777 18 75 90 −15 84.87 75.22
大東中央 33 32 10 3 4 −1 4 73.19 69.55

Ｉ
Ｍ
第
７
組

大阪フレンド 20 17 6 0 3 −3 3 77.78 73.42
枚方 45 41 0 2 6 −4 5 89.65 83.15 大阪本町 28 27 2 4 5 −1 5 74.29 62.39
門真 31 27 2 1 5 −4 4 88.93 81.45 大阪御堂筋 35 36 0 2 1 1 4 86.81 72.92
交野 25 23 1 2 4 −2 4 78.46 70.50 大阪南 131 127 0 9 13 −4 5 77.92 68.47
香里園 21 19 0 0 2 −2 4 95.31 79.78 大阪難波 53 57 0 5 1 4 4 92.47 75.44
くずは 55 55 0 3 3 0 4 86.11 80.45 大阪なにわ 38 34 1 3 7 −4 4 88.15 83.65
守口 46 41 4 2 7 −5 4 87.78 81.11 大阪南西 27 20 4 0 7 −7 3 87.73 87.73
守口イブニング 25 23 3 1 3 −2 4 86.46 78.12 大阪西南 95 93 13 5 7 −2 4 100.00 78.35
寝屋川 37 42 4 5 0 5 4 92.68 83.54 大阪船場 47 45 0 2 4 −2 5 96.00 84.00
四條畷 13 13 0 1 1 0 4 95.46 90.91 大阪心斎橋 35 38 0 4 1 3 4 95.98 86.59
小計 381 363 24 20 38 −18 87.68 80.42 大阪うつぼ 44 41 6 0 3 −3 4 89.44 80.12

Ｉ
Ｍ
第
４
組

東大阪 80 75 0 3 8 −5 3 86.86 80.30 小計 553 535 32 34 52 −18 87.87 77.55
東大阪中央 44 41 0 1 4 −3 4 86.02 80.62

Ｉ
Ｍ
第
８
組

大阪阿倍野 20 18 3 2 4 −2 4 83.70 70.25
東大阪東 70 70 3 5 5 0 4 87.83 73.79 大阪阪南 46 47 2 1 0 1 5 84.68 81.28
東大阪みどり 32 30 1 1 3 −2 4 75.83 67.50 大阪平野 35 36 4 1 0 1 4 98.44 87.06
東大阪西 45 38 0 0 7 −7 4 93.37 51.60 大阪イブニング 22 21 5 2 3 −1 4 81.25 72.25
大阪柏原 37 35 4 2 4 −2 5 92.53 89.60 大阪城南 65 60 0 2 7 −5 4 99.11 89.59
大阪ネクスト 22 17 7 1 6 −5 4 75.00 57.50 大阪咲洲 22 22 1 1 1 0 4 86.36 59.44
八尾 81 82 0 6 5 1 4 98.49 67.20 大阪住之江 26 25 2 0 1 −1 5 96.15 75.78
八尾中央 25 23 2 2 4 −2 5 90.83 85.83 大阪住吉 39 32 2 0 7 −7 4 75.00 68.55
八尾東 29 29 2 1 1 0 4 67.59 61.51 大阪天王寺 22 19 0 0 3 −3 4 93.20 84.47
小計 465 440 19 22 47 −25 85.44 71.55 大阪東南 56 53 0 4 7 −3 5 92.45 71.54

Ｉ
Ｍ
第
５
組

大阪ちゃやまち 14 13 0 0 1 −1 4 81.44 65.29 小計 353 333 19 13 33 −20 89.03 76.02
大阪中央 61 57 6 5 9 −4 4 88.33 77.50

合
計

ク
ラ
ブ
数

6
月
期
初
会
員
数

月
末
会
員

女
性
会
員

入
会
者
数
累
計

退
会
者
数
累
計

増
減

平
均
出
席
率

平
均
出
席
率

大阪堂島 32 33 1 3 2 1 4 80.30 78.78

86 4024 3923 200 287 388 −101 87.0 77.3
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クラブ名 出席率 クラブ名 出席率 クラブ名 出席率

Ｉ
Ｍ
第
1
組

池田 68.33 寝屋川 93.84 

Ｉ
Ｍ
第
6
組

大阪中之島 86.80 

池田くれは 81.48 四条畷 90.39 大阪大手前 88.54 

箕面 92.02 

Ｉ
Ｍ
第
4
組

東大阪 87.00 大阪城北 78.00 

箕面中央 81.76 東大阪中央 85.35 大阪天満橋 88.85 

豊中 93.27 東大阪東 87.12 大阪鶴見 85.27 

豊中南 82.78 東大阪みどり 74.76 大阪淀川 99.42 

豊中－大阪国際空港 79.09 東大阪西 88.45 新大阪 75.69 

豊中千里 89.69 大阪柏原 86.74 

Ｉ
Ｍ
第
7
組

大阪フレンド 78.51 

Ｉ
Ｍ
第
2
組

茨木 91.37 大阪ネクスト 72.79 大阪本町 83.65 

茨木東 93.66 八尾 97.31 大阪御堂筋 90.34 

茨木西 95.11 八尾中央 82.64 大阪南 81.17 

千里 89.15 八尾東 72.36 大阪難波 94.24 

千里メイプル 90.94 

Ｉ
Ｍ
第
5
組

大阪ちゃやまち 87.00 大阪なにわ 90.19 

摂津 93.31 大阪中央 87.38 大阪南西 84.07 

吹田 94.22 大阪堂島 81.16 大阪西南 99.38 

吹田江坂 95.99 大阪北 83.99 大阪船場 97.92 

吹田西 100.00 大阪北梅田 77.92 大阪心斎橋 96.80 

高槻 87.38 大阪西 89.74 大阪うつぼ 89.00 

高槻東 96.25 大阪大淀 84.25 

Ｉ
Ｍ
第
8
組

大阪阿倍野 92.20 

高槻西 84.65 大阪リバーサイド 93.66 大阪阪南 90.00 

Ｉ
Ｍ
第
3
組

大東 89.57 大阪西北 92.93 大阪平野 97.52 

大東中央 74.56 大阪そねざき 90.71 大阪イブニング 75.67 

枚方 89.27 大阪梅田 88.63 大阪城南 99.78 

門真 94.85 大阪梅田東 85.37 大阪咲洲 85.42 

交野 80.42 大阪ユニバーサルシティー 88.14 大阪住之江 96.70 

香里園 95.02 
Ｉ
Ｍ
第
6
組

大阪 70.86 大阪住吉 76.94 

くずは 85.37 大阪東 94.24 大阪天王寺 88.45 

守口 85.83 大阪東淀 83.86 大阪東南 94.27 

守口イブニング 79.79 大阪城東 85.54 平均出席率 87.49 

2008〜2009年度
各クラブ別年間平均出席率
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Ｉ
Ｍ
組

ク
ラ
ブ
名

7
月
期
初
会
員
数

7
月
末　

会
員
数　

入
会
者
数
累
計

退
会
者
数
累
計

増
減

例
会
数

出
席
率

ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ

　
　
　
出
席
率

Ｉ
Ｍ
組

ク
ラ
ブ
名

７
月
期
初
会
員
数

7
月
末　

会
員
数　

入
会
者
数
累
計

退
会
者
数
累
計

増
減

例
会
数

出
席
率

ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ

　
　
　
出
席
率

全員 女性 全員 女性

Ｉ
Ｍ
第
１
組

池田 38 38 2 0 0 0 4 64.48 61.20

Ｉ
Ｍ
第
５
組

大阪北梅田 50 50 4 0 0 0 3 74.67 67.33
池田くれは 40 40 1 0 0 0 3 82.05 79.01 大阪西 84 84 0 0 0 0 3 91.07 78.67
箕面 29 29 1 0 0 0 4 93.10 83.62 大阪大淀 47 47 0 0 0 0 5 79.71 69.57
箕面中央 24 24 0 0 0 0 5 92.30 91.20 大阪リバーサイド 35 36 5 1 0 1 5 93.68 83.43
豊中 47 47 2 0 0 0 4 86.18 78.83 大阪西北 57 57 0 0 0 0 4 94.44 81.52
豊中南 40 40 1 0 0 0 5 84.52 76.60 大阪そねざき 54 54 32 0 0 0 5 92.83 80.00
豊中－大阪国際空港 22 22 0 0 0 0 5 74.71 69.52 大阪梅田 46 47 0 1 0 1 4 79.93 71.98
豊中千里 38 38 3 0 0 0 5 91.47 83.51 大阪梅田東 36 37 0 1 0 1 5 91.25 72.18
小計 278 278 10 0 0 0 83.60 77.94 大阪ユニバーサルシティー 27 27 2 0 0 0 5 86.40 81.60

Ｉ
Ｍ
第
２
組

茨木 26 26 2 0 0 0 4 97.72 89.45 小計 697 700 50 5 2 3 86.91 76.50
茨木東 46 46 3 0 0 0 5 88.38 75.07

Ｉ
Ｍ
第
６
組

大阪 252 254 0 3 1 2 5 75.14 61.71
茨木西 25 27 6 2 0 2 4 93.82 84.26 大阪東 120 120 0 0 0 0 5 92.65 78.52
千里 49 48 0 0 1 −1 4 88.20 80.45 大阪東淀ちゃやまち 41 41 6 0 0 0 3 88.04 82.82
千里メイプル 27 27 3 0 0 0 5 93.94 87.88 大阪城東 49 50 4 1 0 1 5 87.56 84.99
摂津 40 40 2 0 0 0 5 91.71 83.36 大阪中之島 32 33 1 1 0 1 5 94.99 78.64
吹田 64 64 6 0 0 0 5 92.32 86.50 大阪大手前 42 42 3 0 0 0 5 86.38 75.72
吹田江坂 42 42 0 0 0 0 4 94.77 87.63 大阪城北 60 60 1 0 0 0 4 83.41 83.41
吹田西 47 49 1 2 0 2 3 100.00 92.39 大阪天満橋 74 74 0 0 0 0 5 89.07 80.87
高槻 49 49 3 0 0 0 5 93.92 82.38 大阪鶴見 36 36 1 0 0 0 4 79.05 76.93
高槻東 42 42 0 0 0 0 5 94.20 92.00 大阪淀川 40 40 2 0 0 0 5 97.00 80.90
高槻西 26 26 0 0 0 0 5 86.90 85.50 新大阪 38 39 0 1 0 1 4 81.22 71.49
小計 483 486 26 4 1 3 92.99 85.57 小計 784 789 18 6 1 5 86.77 77.82

Ｉ
Ｍ
第
３
組

大東 47 48 0 1 0 1 4 96.42 88.19

Ｉ
Ｍ
第
７
組

大阪フレンド 17 17 0 0 0 0 5 74.12 61.99
大東中央 32 32 10 0 0 0 5 75.46 69.44 大阪本町 27 27 2 0 0 0 4 76.61 63.20
枚方 41 43 0 2 0 2 4 91.89 89.86 大阪御堂筋 36 36 0 0 0 0 5 89.14 77.71
門真 27 29 2 2 0 2 4 91.35 84.42 大阪南 127 129 0 2 0 2 4 84.43 73.76
交野 23 23 1 0 0 0 5 83.99 80.43 大阪難波 57 57 0 0 0 0 5 88.55 74.74
香里園 19 19 0 0 0 0 4 100.00 87.46 大阪なにわ 34 33 1 0 1 −1 4 84.92 78.72
くずは 55 55 0 0 0 0 5 83.74 72.24 大阪南西 20 20 4 0 0 0 4 90.86 86.84
守口 41 42 3 1 0 1 4 87.30 78.95 大阪西南 93 93 13 0 0 0 5 100.00 77.20
守口イブニング 23 24 3 1 0 1 4 82.16 77.99 大阪船場 45 45 0 0 0 0 3 94.00 82.00
寝屋川 42 42 4 0 0 0 5 88.29 80.00 大阪心斎橋 38 38 0 0 0 0 5 98.38 86.63
四條畷 13 13 0 0 0 0 5 92.88 89.24 大阪うつぼ 41 41 6 0 0 0 4 89.43 78.20
小計 363 370 23 7 0 7 88.50 81.66 小計 535 536 26 2 1 1 88.22 76.45

Ｉ
Ｍ
第
４
組

東大阪 75 75 0 0 0 0 5 91.05 82.39

Ｉ
Ｍ
第
８
組

大阪阿倍野 18 18 2 0 0 0 4 88.14 68.84
東大阪中央 41 42 0 1 0 1 3 90.58 88.91 大阪阪南 47 46 2 0 1 −1 4 77.66 70.21
東大阪東 70 70 3 0 0 0 4 82.20 74.51 大阪平野 36 37 4 1 0 1 5 100.00 85.73
東大阪みどり 27 28 1 1 0 1 4 83.93 67.86 大阪イブニング 21 21 5 0 0 0 5 81.90 74.29
東大阪西 38 40 0 2 0 2 3 97.24 72.98 大阪城南 59 58 0 0 1 −1 4 98.57 91.46
大阪柏原 35 35 4 0 0 0 4 89.71 85.93 大阪咲洲 22 22 1 0 0 0 5 89.09 65.46
大阪ネクスト 17 17 0 0 0 0 4 75.00 67.00 大阪住之江 25 25 0 0 0 0 5 95.83 75.78
八尾 83 83 0 0 0 0 5 97.75 77.02 大阪住吉 32 32 2 0 0 0 5 86.15 74.62
八尾中央 23 23 2 0 0 0 4 85.51 79.71 大阪天王寺 19 19 0 0 0 0 5 88.80 75.95
八尾東 29 29 2 0 0 0 5 70.87 64.48 大阪東南 53 53 0 0 0 0 4 92.45 72.71
小計 438 442 12 4 0 4 86.38 76.08 小計 332 331 16 1 2 −1 89.86 75.51

Ｉ
Ｍ
第
５
組

大阪中央 57 56 6 0 1 −1 4 89.90 84.46

合
計

ク
ラ
ブ
数

7
月
期
初
会
員
数

月
末
会
員

女
性
会
員

入
会
者
数
累
計

退
会
者
数
累
計

増
減

平
均
出
席
率

平
均
出
席
率

大阪堂島 31 33 1 2 0 2 3 81.82 76.77
大阪北 173 172 0 0 1 −1 5 87.18 70.49

85 3910 3932 181 29 7 22 87.9 78.4
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〈お知らせ〉

○2011−12年度ＲＩ会長にバネルジー氏
インド・グジャラート州のバピロータリークラブに所属するカルヤン・バネルジー氏が、2011−
12年度国際ロータリー会長を指名する委員会により選出されました。対抗候補者がいない場合、
バネルジー氏が10月1日をもって会長ノミニーとなります。

○邦訳版ロータリー章典の改訂版、2009年6月版（2009年1月までの理事会決定を含む）がウェ
ブに掲載されました。
RIのウェブサイトを「会員」、「方針と手続」、「方針に関する文書」と順次リンクしていただくと
関連資料にロータリー章典が掲載されておりますので、こちらからダウンロードすることができ
ます。
http://www.rotary.org/ja/members/policiesandprocedures/policydocuments/Pages/ridefault.aspx
なお、直接ファイルをご覧になる場合には以下のリンク先をご利用ください。ファイルサイズは
約2MBになります。
http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/code_ja.pdf

〈お詫びと訂正〉
月信7月号
2009〜2010年度　国際ロータリー第2660地区
ロータリークラブ一覧表
　大阪リバーサイドＲＣ　クラブ会長　（誤）柿本　登
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正）伊藤　定夫
月信8月号　11ページ
各クラブ創立日・認証日一覧表
　大阪天王寺ＲＣ　　年会費　（誤）¥200,000
　　　　　　　　　　　　　　（正）¥400,000
　大阪平野ＲＣ　　周年（追加）35周年
　大阪本町ＲＣ　　周年（削除）

敬弔　謹んでご冥福をお祈り申し上げます

岩﨑　熈毅会員（千里ＲＣ）
2009年7月27日逝去（享年86歳）
会長
米山功労者（マルチプル）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

吉村　健会員（大阪西ＲＣ）
2009年8月8日逝去（享年98歳）
米山功労者
ポール・ハリス・フェロー

井上　忠信会員（大東ＲＣ）
2009年7月29日逝去（享年76歳）
会長、幹事
米山奨学委員長、親睦活動委員長
社会奉仕委員長、職業分類委員長
クラブ奉仕委員長
米山功労者（マルチプル）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター




